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表　「グリーン産業革命」の10項目とその概要

概　要

1 洋上風力
英国の全家庭への電力供給に十分な容量の洋上風力を導入。2030年までに発電量を
現在の4倍の40ギガワット（GW）にし、最大6万人の雇用をサポート。

2 水素

業界と協力し、2030年までに産業、輸送、電力、家庭向けの5GW規模の低炭素水素発
電の開発を目指す。家庭向けでは水素を利用して暖房や調理を行う住宅の試用を進
め、2023年に水素を利用した「住宅区域」、2025年には「住宅地域」へと拡大、2030年の
終わりまでに数万世帯に相当する「水素タウン」の開発を目指す。最大5億ポンドを投
資、このうち2億4,000万ポンドが新たな水素製造施設に投資される。

3 原子力
クリーンエネルギー源として原子力を推進し、大規模な原子力から次世代の先進的な小
型モジュール炉（SMR）の開発まで、新たな原子力発電計画を進める。特に1万人の雇
用を支援するSMRの研究開発には5億2,500万ポンドを投資する。

4 電気自動車（EV）

2030年までにガソリン車、ディーゼル車およびバンの新車販売を段階的に禁止する。た
だし、炭素排出ゼロで長距離走行可能なハイブリッド車とバンは2035年まで販売を認め
る。充電設備に13億ポンドの投資、ゼロエミッション車または超低排出ガス車の購入に5
億8,200万ポンドの助成金、最大10億ポンドを提供する自動車変革基金（Automotive
Transformation Fund）の投資の一環として、EV用バッテリーの開発と大量生産に今後4
年間で約5億ポンドを支出、数千人の新たな雇用を保護、創出する。

5
公共交通機関、サイクリン
グ、ウォーキング

数千台のグリーンバス、数百マイルの自転車専用レーンなどを導入することで、サイクリ
ングとウォーキングをより魅力的な移動手段にする一方、将来のゼロエミッション公共交
通に投資する。

6
ゼロエミッション航空輸送
とより環境にやさしい海上
輸送

ゼロエミッション航空機、船舶の研究プロジェクトを通じ、脱炭素化が困難なこれら産業を
より環境負荷が小さいものとすることを支援。クリーンな海運技術の開発に2,000万ポンド
を投資する。

7 住宅、公共施設
住宅、学校、病院をより環境負荷が小さく、より温熱環境の整った、よりエネルギー効率
の高いものにするための支援策などに10億ポンドを投資。2030年までに5万人の雇用を
創出し、2028年までに毎年60万台のヒートポンプを設置することを目標とする。

8 炭素回収
北アイルランド、ウェールズ、スコットランドの産業集積に10億ポンドを投資し、炭素を大
気から回収・貯蔵する技術で世界をリードする新産業を確立、2030年までに1,000万トン
の二酸化炭素を削減することを目標とする。

9 自然
2025年までに毎年3万ヘクタールの樹木を植えることで自然環境の保護および回復を目
指し、自然の炭素吸収能力を活用する。これにより数千人の雇用の創出、維持する。

10
イノベーションとファイナン
ス

上記9項目の新しい野心的なエネルギー目標の達成、およびロンドン市をグリーンファイ
ナンスのグローバルセンターにするために必要な最先端技術を開発する。
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